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バックエンド対策に関する技術開発

　原子力機構の研究所内で発生したコンクリート等の低
レベル雑固体廃棄物の一部は、プラズマ溶融すること
で、化学的に安定な溶融固化体に処理したあと、埋設処
分を行う予定です。処分にあたっては、含有する放射性
核種の濃度が技術基準を満たしていることを確認しなけ
ればなりません。このため私たちは今後、溶融固化体等
の廃棄物試料を分析し、放射能データを収集・評価する
必要があります。
　信頼性の高い放射能データを得るためには、分析操作
が適正に実施されているか評価しなければなりません。
分析対象となる放射性核種を既知濃度含む標準試料があ
れば信頼性評価が可能となりますが、廃棄物の標準試料
は入手することができません。そこで本研究では、溶融
固化体標準試料の作製法について検討を行いました。
　溶融固化体に処理される雑固体廃棄物のほとんどはド
ラム缶に充てんされたコンクリートであることから、原
料としてコンクリートと酸化鉄（FeO）を使用しました。
また、実際の廃棄物はプラズマ溶融処理施設において処
理されますが、本研究ではより簡単な設備でも作製でき

るように実験室で使用できる電気炉を用いて加熱条件の
検討を行いました。
　高温において１３７Cs，１４C，３６Clなどの揮発しやすい放射
性核種は溶融固化体内に留まりにくいという問題点があ
ります。１３７Csについては、溶融固化体の塩基度（CaOと
SiO２の濃度比）を低く保つと、ガラス構造が構成されや
すくなり、１３７Csが保持されることが知られています。そ
こで塩基度を低く保つことで１３７Csを揮発させずに溶融で
きることを確認し、図９-６に示す作製方法を確立しま
した。一方、１４Cや３６Clについては１３７Csよりも更に揮発し
やすい性質を持つため、同様の作製方法は適用できませ
ん。そこで、まず原子炉での熱中性子照射による核反応
を利用して１４C又は３６Clを含有するガラスを少量（１．５ g）
作製しました。このガラスを、コンクリートとFeOから
作製した溶融固化体粉末と混合することで２００ g程度の
標準試料を効率良く作製しました（図９-７）。本研究に
おいて確立した溶融固化体標準試料の作製方法は、今後
本格的に進める廃棄物放射能データの収集・評価に役立
てていく予定です。
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図９-７　１４C，３６Cl含有溶融固化体標準試料の作製法
１４Cや３６Clの溶融固化体標準試料は、熱中性子照射による核反応を利用
して１４C又は３６Clを含有するガラス粉末を作製し、コンクリートとFeO
から作製した溶融固化体粉末を混合することで、作製することができ
ました。
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図９-６　α及びγ線放出核種含有溶融固化体標準試料の
作製法
２４１Amや６０Coなどのαやγ線放出核種を含有する溶融
固化体標準試料は、模擬廃棄物に放射性核種（RI）を添加
して１６００ ℃ で溶融することで作製しました。このとき
固化体の塩基度（CaOとSiO２の濃度比）を低く制御する
ことで、揮発しやすい１３７Csを固化体中に残存させることが
できます。
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